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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
　

＜連絡事項＞

· 広報委員会から『冬晴れ』のテーマで俳句作成依頼。対象者は11日までに中居スタッフへ提出。

· 食事サービス提供管理委員会が12月8日（金）にあり、月舘スタッフ出席。
· デイケアプログラムの栄養指導が4日から11日に変更になる。
（第2月曜はデイケア、第3月曜はデイナイトケア。祝日と重なる場合はその週の木曜日になる）

· 外線で、折り返し電話を頂く場合には、医事課に一報入れておきましょう。（情報交換の必要性）

＜外来情報＞

· 我満　菜津紀様～「朝、起きてからが眠くなって」と医師に相談し、眠剤が止めとなる。

· 晴山　美智子様～自分から「仕事は頑張ります」と話している。ゆっくり続けてくださいとアドバ　　　　

　　イスを受ける。

· 高橋　百寿様～本日受診なし（先週２週間処方）

　　　　　　　　　⇒定期通所出来ていない状態が続いているため、外来受診時での声掛けや訪問などのシステムも検討が必要。

＜利用者様情報＞

· 赤坂　順一様～運動やウォーキング実施については、「考えてみます」と、のらない表情である。

　　　　　　　　　体重コントロールの厳しさをコメントしている。

· 秋山　和子様～岸原病院受診して来たの報告がある。軟膏と湿布については再度説明する。

· 今野　容子様～日赤受診時に、塩分についてやクレアチニンのデータなどについて説明と体の急変　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　も考えられることの医師に説明を受けてきている。合併症の実際についても厳しく指導をうけている。

　　　　　　　　　クレメジン（内服）の与薬を本人、スタッフで確実に実施していく。

· 大久保　律子様～本人から「中川原さんにいじめられなくなった」「一人で本を読んでいるよ」な　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　どと気にかける発言がある。また、「話しかけてこない」や「周りの様子がおかしい」と発展した発言も聞かれている。

　　　　　　　　　　スタッフからは、考えすぎないように自然の状況を感じられる事が大切であることを説明。

＜利用規約作業の現状＞

　新しい利用規約は個人カルテにとじている。

　回収状況は、中居美津子様、青風荘入所者、青山荘の一部の方ができていない。

＜デイケア事例検討＞

澤　昌利様　35歳　統合失調症

入院までの経過）

　　高校3年時に受験勉強が耐えられないと中退。季節労働で東京や神戸へ、神戸では阪神大震災に

あい帰省する。この頃より、不眠、大声で叫ぶ、家族への暴力出現。平成7年8月松平病院に初

めての入院。その後は入退院を繰り返す。平成15年7月自宅の部屋のカギを閉めているなど病状

の悪化、警察の保護で救急入院。

平成16年10月退院、11月よりデイケア利用開始。（週2回利用から現在は1回になっている）

現在は）

　　自宅から通っている

　　日常生活能力はあり、家族の支援で生活をおくっている

　　陽性症状はない・・・無為自閉傾向である

　　　　　　　　　　　　「もう入院したくない」と話す

デイケア治療計画）

　　週一回の来所時に面接を行い、生活状況の確認とアドバイスの実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　来所時には面接実施している。本人の言葉や表情・仕草からは、目立っての変化は感じられない。今のままの計画実施を続けていく。

スタッフからの意見は・・・）

　　・今年初めの自宅火事の際に、何か変化はありましたか？病状の動きは通所や外来時の場面での変化は感じられなかった。　

・週2回から1回になった理由は？出席意欲やおっくうな生活になってきている。

　　・庭野様との交流は多い、仲間として今後も続けていければよい。

・SSTでは「やっぱ、いいや」と気の乗らない感じが伝わってくる。

・通所にいる時間の本人の思いはどうなんだろう？通所に期待している事があるはずだ

・「外にでるようになると具合が悪くなる」という本人、本人の言いたいことは何か？

・能力を考えると、何かできることはないか？

　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　次回の個別面談時には、スタッフからの思いを伝えてみよう。

＜杉澤恵子様のケースカンファレンス打ち合わせ＞

　個別に関わって生活指導（食事や私物管理）を繰り返しているが、本人の変化が表れない。

指導方法の変化が必要なのか？せめて通所の時間内だけでも治療的に緊張が保てないか？

　　　　　　　　　　　　　　　　↓

カンファレンスケース検討に本人も同席してもらう

事前の検討事項）

スタッフの役割は（その際のスタッフの姿勢は）

　　　　　スタッフ自身の緊張感の表出

　　　　　メッセージは

　　　　　配置

　　　　　時間・・・12/7　13時20分～50分の時間

　　　　　目的の確認と共有

　「メッセージ」について

　　　　　スタッフの実践結果、振り返りを本人ヘ伝える

　　　　　本人は今までのスタッフのコメントを理解しているのか

　　　　　改善できていることもあるのでは

　　　　　今実施している事で、出来ていること、できていないことをあげてみる

　　　　　受け持ちが本人と事前面談（面談内容は6日のカンファレンスで報告）

　　　　　　　　　　　カンファレンスに本人が入ってもらう事も説明

　　　　　　　　　　　優先して、本人に実践してもらいたい事の確認

　　　　　◎身体管理とマナー、他人との物のやりとりが焦点になる

